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Serial Dilutions of Antibody

Control Antigen = 100ng Antigen= 10ng
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ユビキチン加水分解酵素を含むペプチダーゼC19ファミリーに属します。このタンパク質は、p53（腫瘍抑制タンパク質）やWASH（エンドソームタンパク質リサイクリングに必須）などの標的タンパク質を脱ユビキチン化し、それぞれの過程に関与するHDM2やTRIM27などのタンパク質のユビキチンリガーゼ活性を阻害することで、これらのタンパク質の活性を制御します。この遺伝子の変異は、神経発達障害との関連が示唆されています。[RefSeq提供、2016年3月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	USP7マウスmAbを用いたHela（1）、A431（2）、MCF-7（3）、Jurkat（4）、K562（5）、HepG2（6）、A549（7）、HCT116（8）、HT-29（9）、SW480（10）、C6（11）、COS-7（12）、およびNIH/3T3（13）細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。
	

	USP7マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	USP7 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	USP7 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	USP7 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	USP7 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	USP7 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト食道癌組織の免疫組織化学分析。
	

	USP7 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

